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長谷川市政
２期目スタート

●市長選挙開票結果

任期満了に伴う菊川市長選挙、菊川市議会議員選挙が行われ、市長選挙は２人が立候補し、即日 
開票の結果、長谷川寬

ひ ろ ひ こ

彦氏が再選しました。市議会議員選挙は定数17人に対して19人が立候補し、
市民を代表する新たな市議会議員17人の顔ぶれも決まりました。

問い合わせ   菊川市選挙管理委員会（総務課内☎35-0921）

市
政
を
担
う
顔
ぶ
れ
決
定

　
任
期
満
了
に
伴
う
菊
川
市
長
選
挙
、

菊
川
市
議
会
議
員
選
挙
は
、１
月
19
日

に
告
示
さ
れ
、同
日
午
後
５
時
で
立
候

補
が
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
長
選
挙
は
、現
職
１
人
、新
人
１

人
の
立
候
補
が
あ
り
、市
議
会
議
員
選

挙
は
、定
数
17
人
に
対
し
、現
職
10
人
、

新
人
９
人
の
立
候
補
が
あ
り
ま
し
た
。
　

26
日
の
投
票
日
は
、市
内
17
カ
所
の
投

票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

の
有
権
者
数
は
、３
万
６
，１
６
３
人（
男

１
万
８
，２
６
３
人
、女
１
万
７
，９
０
０

人
）。
投
票
率
は
、市
長
選
挙
が
58・37
％

（
前
回
68・27
％
）、市
議
会
議
員
選
挙

が
58・36
％（
前
回
60・05
％
）と
な
り
ま

し
た
。

　
開
票
の
結
果
、市
長
選
挙
は
現
職
の

長
谷
川
寬
彦
氏
が
再
選
し
ま
し
た
。
市

議
会
議
員
選
挙
は
、17
人（
現
職
10
人
、

新
人
７
人
）の
新
た
な
顔
ぶ
れ
が
決
定
し

ま
し
た
。
任
期
は
、市
長・市
議
会
議
員

と
も
令
和
７
年
１
月
30
日
か
ら
令
和
11

年
１
月
29
日
ま
で
の
４
年
間
と
な
り
ま

す
。

　
翌
日
の
27
日
、当
選
証
書
付
与
式
が

行
わ
れ
、相
羽
明
人
市
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
か
ら
、長
谷
川
市
長
と
市
議

会
議
員
17
人
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

氏名 現・新 得票数
当 長谷川　寬彦 現職 16,696

横山　正文 新人 3,852

「人生100年時代 住みたいまち菊川市」の実現に向けて
　引き続き、市長としての重責を担わせていただ
くことになりました。市民の皆様からの声をしっか
りと受け止め、更なる情熱と決意をもって２期目の
市政運営に臨んでまいります。現在、行政にとっ
て一丁目一番地の課題は「人口減少問題」。と
りわけ、出生数の急激な減少による少子化です。
未来に向かって活力ある菊川市を維持していく
ためには、人口減少の急激な進行を可能な限り
抑える「緩和策」と人口が減っても持続可能な 

まちづくりを進める「適応策」を同時に、バランス
良く実施していく必要があると考えております。

新たなチャレンジとして、
①「安全安心に過ごすことができるまち」
②「人やビジネスが集い賑わいが生まれるまち」
③「生き生きと過ごすことができるまち」
④「笑顔で子育てができるまち」
⑤「わくわく夢があふれるまち」
の５つをキーワードに施策を展開してまいります。

菊川市長
長谷川寬彦


